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67
　Gaの悪性腫瘍組織での結合物質についてはトランスフエリ

ン，ラクトフエリンなどが報告されている。我々はこれらの報
告に疑問をもち，67Gaの悪性腫瘍組織内での結合部位及び結合

物質を明らかにするための研究を行ない，さきにマクロオート

ラジオグラムによる研究で，腫瘍組織の周辺の炎症部に67Gaの

強い集積を認めた。この部位に酸性ムコ多糖が多量に存在する

　　　　67　　　　　Gaは酸性ムコ多糖に結合していると推定し，既にことから，

報告した。本研究では67Gaの結合物質を明らかにするために以

下の研究を行なった。
　エールリッヒ癌結節をもったマウス巴7Ga－cltrateを投与し

，2塒問後に腫瘍結節を摘出した。ホモゲナイズ後，核分画を

除いたものに，タンパク分解酵素プロナーゼPを加えて約pH　8

の緩衝液中で24時間及び48時間加水分解した。加水分解終了後

，遠沈して沈殿物を除いた上清をセブアデックスG－50及びG－

｜00のカラムで溶出し，フラクションコレクターで分取した。

　　　　　　67　　　　　　　Gaを定量し，ついでタンパク　（ローリーらの溶出液について

方法）および酸性ムコ多糖（オルシノール法）を定量した。そ
　　　　　　　　　　　　　　67の結果，G－50で溶出したものでは　　　　　　　　　　　　　　　daはボイドポリューム（

第｜ピーク，溶出に使用した量の50．3％が溶出，以下同様）お

よび低分子物質の位置（第2ピーク，39．8％溶出）に溶出され

　　　　　　　67　　　　　　　Gaは高分子物質に結合されており，第2ピーた。第1ピークの
クの67Gaは遊離の67Gaと考えられた。また上記の定量の結果か

ら第1ピークは酸性ムコ多糖のピークと一致し，タンパクのピ

ー クとはかなり異なっていた。この様子はプロナーゼPで24時

間加水分解したものも48時間加水分解したものも同様であった
。ついでG－　100で溶出したものでは67Gaはポイドポリュ＿ム

（第｜ピーク，分子量数万以上，溶出に使用した量のT3．6％が

溶出，以下同様）および分子量一万以上（第2ピーク，25．O／40

溶出）および低分子物質（第3ピーク，40．3％溶出）の以置に

　　　　　　　　　　67溶出された。第｜ピークの　　　　　　　　　　　Gaは酸性ムコ多糖のピークと一致

し，またこの位置にタンパクの小さいピークも認められた。
67
　Gaの第2ピークは酸性ムコ多糖の明らかなピークは認められ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67ず，タンパクのピークもなかった。第3ピークは遊離の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gaで

あった。また48時間加水分解したものも全く同様であった。ま
　　　　　　　　　　　　　67たRNaseおよびDNaseで処理しても　　　　　　　　　　　　　　Gaの溶出状態に変化はなか

った。つぎに吉田肉腫および肝癌AH　109Aについても行なったが

，結果は同様であった。

　　　　　　　　　67　　　　　　　　　　Gaは腫瘍組織中で分子量数万以上の酸　これらの事実から，

性ムコ多糖および分子量一万以上の酸性ムコ多糖にの酸性ム

コ多塘はウロン酸を含まない酸性ムコ多糖と考える）と結合し

て存在していると結論できた。
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　111エnの悪性腫瘍組織での結合物質について，多く

の人々によつて研究されているが，未だ明らかでない。

我々は1111nおよび169Ybの悪性腫瘍組織での結合部

位及び結合物質について研究しており，先にマクロオー

トラジオグラムによる研究で腫瘍組織の周辺の炎症部
に111エn及び169Ybの強い集積を認めた。この部位には

酸性ムコ多糖が多量に存在するので，これらの元素は

酸性ムコ多糖に結合していると推定し，既に報告した

。本研究ではこれら元素が腫瘍組織中で結合している

物質を明らかにするために以下の実験を行なつた。

　エールリッヒ癌結節を持つたマウスに111エn－citrate

を投与し，24時間後に腫瘍結節を摘出した。ホモゲナ

イズ後，核分画を除き，タンパク分解酵素プロナーゼ

Pを加えて約8．0の緩衝液中で24時間及び48時間加

水分解したo加水分解終了後，遠沈して，その上清を

SePhadθx　G－50及びG－100のカラムで溶出分取した。
溶出液について1111nを定量し，ついでタンパク（ローリ

ー らの方法）及び酸性ムコ多糖（オルシノール法）を

定量した。その結果，G－50で溶出したものでは1111n

は排除容量（第1ピーク，溶出に使用した量の954％が

溶出，以下同様）及び低分子物質の位置（第2ピーク，

4．1％）に溶出された。第1ピークの111エnは高分子物

質に結合して溶出され，第2ピークの1111nは遊離の

111エnであつた。上記の定量の結果から第1ピークは酸

性ムコ多糖のピークと一致し，タンパクのピークとは

かなり異なつていた。この様子はプロナーゼPで24時間

加水分解したものも48時間加水分解したものも同様

であつたoついでG－100で溶出したものでは111エn

は排除容量（第1ピーク，分子量数万以上，26．5％）

及び分子量一万以上（第2ピーク，52．0％）及び低分

子物質（第3ピーク，10B％）の位置に溶出された。

第1ピークの1111nは酸性ムコ多糖のピークと一致

し，またこの位置にタンパクの小さいピークも認めら

れた。111エnの第2ピークには酸性ムコ多糖の明らか

なピークは認められず，タンパクのピークもなかつた
。第3ピークは遊離の111エnであった。169yb－eitrate

についても同様の実験をしたが，111エnとほぼ同様な

結果であつた。

　これらの事実から1111n，169Ybは腫瘍組織中で分子量

数万以上の酸性ムコ多糖及び分子量一万以上の酸性ム

コ多糖（この酸性ムコ多糖はウロン酸を含まない酸性

ムコ多糖と考える）と結合していると結論できた。
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